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「令和元年度 四国地方整備局 

管内技術・業務研究発表会」について（報告） 

「令和元年度 四国地方整備局管内技術

業務研究発表会」を７月２４日、２５日の

２日間、高松サンポート合同庁舎にて開催

しました。

開会にあたり、小林局長から「発表会は

日常やってる仕事を整理することができる

機会、他の人がしている仕事の情報交換が

できる機会、人前で発表できる貴重な機会

と捉えて臨んでほしい。」との挨拶がありま

した。

発表会では、イノベーション部門、アカ

ウンタビリティ部門、一般部門の３部門７１題という過去最多の発表（※投稿数は７３）がなされまし

た。２日間で延べ約８００名の聴講者のもと、発表と活発な質疑が行われました。発表後には、佐々木

企画部長（論文審査委員長）からの講評、優秀論文として２１課題が表彰を受け、浅野次長から優秀論

文賞受賞者への表彰状授与及び閉会挨拶で２日間の発表会を締めくくりました。

また、２日目の午後には「技術開発発表会」が開催され、高知大学理工学部坂本淳講師より「津波ハ

ザードマップの見直しが土地利用と居住選択に及ぼした影響と課題に関する研究」、徳島大学大学院社会

産業理工学研究部の成行義文教授より「市町村橋梁の橋守予防保全の実証実験ならびにその歩掛評価」、

香川高等専門学校建設環境工学科の柳川竜一准教授より「南海トラフ巨大地震を想定した香川県による

広域支援の可能性分析」の発表がありました。
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